
磐梯弘報　8月号　　6

─移住したきっかけや決め手を教えてください

かずやさん：きっかけは、磐梯幼稚園の園長先生の公募が出
ていたことです。私の幼少期からの将来の夢が、幼稚園の園
長先生になるっていうことでした。 経緯を話すと長くなりま
すが、私は家が経済的に厳しかったこともあり、小学校入学
前の一年間だけ幼稚園に通わせてもらったんですね。でもそ
の一年間も本当は行きたくなかったぐらい。というのも、両
親から「幼稚園は悪い子が連れて行かれる場所」と教えられ
ていたからです。だからそんなところには絶対に行かないと
思ってたんですけど、無理やり連れて行かれた初日に出会っ
た園長先生がものすごく素敵で優しい方で。「君が来たい時
に来て、来たくない時は来なくていい。楽しいことだけをし
に幼稚園に来なさい。」って言ってくれたんです。それが私
の幼稚園の園長先生像が出来上がったきっかけです。その一
年は人生でも特に印象深いもので、ずっと幼稚園の園長先生
というお仕事に憧れていました。 そのきっかけが磐梯町に
あったことが、移住した理由です。土地そのものにこだわり
は全くなくて。園長の公募をするなんて全国探してもめった
にないことだから、それが一番大きな理由です。 

のぶこさん：仕事柄居住地を転々としていたんですよ。磐梯町
に来る前は長野県、さらにその前は台湾、伊豆大島にも住んで
いました。今回の移住も、園長公募というきっかけが大きかっ
たと思います。ただ、家族としては本当に悩みました。

─移住について聞いた時ご家族はどう思われましたか？

のぶこさん：夢を叶えたいからチャレンジしたいって
聞いたときは、家族会議を行いました。移住のタイミ
ングとしては、長男（こちくん）の中学校入学と三男
（としくん）の小学校入学が重なる時期でした。何度
も引っ越しをしてたから慣れてるかなと思ったんだけ
ど、やっぱり年齢も上がって友人関係ができていたタイ
ミングでの移動は子供にとっても大きな決断でした。

ひでくん：でもパパの夢だったと聞いてOKって言った。
のぶこさん：長男（こちくん）は私が見ている印象では最初
はかなり落ち込んでいて。でもパパの夢っていう話を聞い
て、たぶん応援したい気持ちとの狭間で悩んでたよね。だか
ら順風満帆に決まったっていうわけでもありませんでした。

─磐梯町の第一印象はどうでしたか？

かずやさん：町の真ん中にリオンドールがある！ 
のぶこさん：町の中にスーパーや道の駅があって、車で20分
もあれば喜多方にも会津若松にも猪苗代にも行けるし。そこ
に行けばホームセンターや大きいスーパーがあり、生活しや
すいと感じました。孤立した印象はなく、今でもとても住み
やすい町だと感じています。

─事前に磐梯町や会津地方のことを調べましたか？

かずやさん：私は全く調べませんでした。住み始めてか
ら知らないことをその土地に住んでる人に聞いてみて、
感じていくのがいいなと今までの人生の中でも思って
いて。前情報を入れるよりは、新しい環境で自分で手の
届く範囲から知っていく方がいいと思ったからですね。
のぶこさん：私は逆ですね。まず町に小中学校が何校ある
か、高校はどうか、子どもたちがサッカーをする環境はある
のか、練習場所はどこか、家族で住める住宅はあるか、そこ
がクリアにならないといけないと思って。

左から ： 　のぶこさん、 としくん、 こちくん、 ひでくん、 内田一哉さん （かずやさん）

磐梯町に移住してきた方に、 町での暮らしや移住についてお話を聞きました。 第一回目は、

内田一哉園長先生と、 ご家族です。 （インタビュー ： 地域おこし協力隊　浪岡　由依）
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